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古
紙
配
合
の
再
生
紙
を
使
用
し
て
い
ま
す
。
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先
日
、
ト
ル
コ
と
シ
リ
ア
の

国
境
付
近
で
発
生
し
た
大
規

模
な
地
震
で
は
、
多
く
の
人
が

被
災
し
、
こ
の
原
稿
を
書
い
て

い
る
今
も
、
次
々
と
被
害
拡
大

の
ニ
ュ
ー
ス
が
流
れ
て
い
ま
す
。

　

犠
牲
者
の
皆
さ
ん
の
ご
冥

福
を
お
祈
り
す
る
と
と
も
に
、

被
災
さ
れ
た
皆
さ
ん
の
一
刻
も

早
い
復
興
、
ま
た
命
が
け
で
救

援
に
駆
け
つ
け
て
い
る
世
界
中

の
皆
さ
ん
の
ご
無
事
を
心
か
ら

お
祈
り
し
ま
す
。

　

３
月
の
定
番
イ
ベ
ン
ト

「
キ
ッ
ズ
ジ
ョ
ブ
チ
ャ
レ
ン
ジ
」

が
、
今
年
も
開
催
さ
れ
ま
す
。

毎
年「
広
報
の
お
仕
事
」と
し

て
、
子
ど
も
た
ち
を
受
け
入

れ
て
い
ま
す
が
、
４
年
前
、

広
報
担
当
に
異
動
が
決
ま
っ

た
時
に
、
私
も
お
手
伝
い
で

参
加
し
ま
し
た
。
あ
る
意
味
、

私
の
職
場
体
験
で
も
あ
り
ま

し
た
。
今
年
は
ど
ん
な
子
ど

も
た
ち
が
参
加
し
て
く
れ
る

の
か
楽
し
み
で
す
。

３月の各種イベントや行政情報などをカレンダーで紹介します。
３月のイベントカレンダー
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●年金相談（市役所
本庁３階会議室）
10：00～15：00

●おはなし会（平戸図書館おは
なしのへや）14：00～

●図書館講演会「断捨離Ⓡ」（未
来創造館ホール）10：30～

●V・ファーレン長崎パブリッ
クビューイング（平戸文化セン
ター）12：30受付開始、14：
00キックオフ

●おはなし会（平戸図書館
おはなしのへや）14：00～

●ひらど軽トラ市（木
引田町・宮の町商店街）
9：00～

●みんなdeシネマ
（未来創造館ホール）
14：00～
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●みんなdeシネマ（未来
創造館ホール）14：00～

●ハローワークin平戸
市（平戸文化センター）
10：00～ 15：00

●よろず相談会（田
平町民センター）
9：00～ 17：00

●ハローワークin平戸
市（平戸文化センター）
10：00～ 15：00

●休日のマイナンバー
カード交付窓口（平戸市
役所）８：30～ 17：00

●平戸城さくらまつり
（平戸城・亀岡神社周
辺）～４月９日（18：30
～ 21：00

●認知症の人と家族の
つどい（未来創造館）
13：30～ 15：30

●市民課延長窓口（平
戸市役所１階③番窓
口）17：15～ 19：00
●ブックリサイクル
（平戸図書館）～ 24日

●成年後見制度講演会
（未来創造館ホール）
14：00～ 15：30

●春のおたのしみ袋貸出
（平戸図書館）～31日
●ライブラリーコンサー
ト（平戸図書館）19：00～

※掲載している情報は、新型コロナウイルス感染症の状況によって中止または延期となる場合があります。

●「縁結び隊」による結婚相談
会（ホテル彩陽WAKIGAWA）
14：00～ 16：00

●赤ちゃんおはなし
会（平戸図書館おはな
しのへや）10：30～

20 21
●北松北部クリーン
センター受入日
（9：00～ 15：00）

●認知症の人と家族の
つどい（たびら活性化施
設）９：30～ 11：30
●おはなし会（永田記
念図書館）14：00～

●おはなし会（永田記
念図書館）14：00～

●おはなし会（永田記
念図書館）14：00～

●キッズジョブチャレン
ジ2023in平戸（平戸市各
所）～26日

22

●消費生活相談・定例行
政相談大島地区（大島村公
民館）14：00～ 16：00

●おはなし会（平戸図書館
おはなしのへや）14：00～

24

3029 31

25

●若者応援相談会in平
戸（平戸文化センター）
11：00～ 16：00

●市民課延長窓口（平
戸市役所１階③番窓口）
17：15～ 19：00

26 27 28

●市民課延長窓口（平
戸市役所１階③番窓
口）17：15～ 19：00

●農地中間管理マッチ
ング会（平戸市役所２
階小会議室）9：00～
17：00（～３日）
●市営住宅入居者募集
（～ 10日） ●図書館リトミック（未来

創造館ホール）14：00～
●おはなし会（永田記念図
書館）14：00～

●平戸市切支丹資料館開
館40周年記念事業（平戸
市切支丹資料館）9：30～

山田・舘浦地区まちづくり運営協議会の事務所がある「和
く話く交流館」は、地域の人たちの憩いの場となっていま
す。この日は、老人会の皆さんが会議終わりにまち協の
スタッフの皆さんと談笑していました。

永田記念図書館休 永田記念図書館休

11

●赤ちゃんおはなし
会（平戸図書館おはな
しのへや）10：30～

●おはなし会（平戸図書館
おはなしのへや）14：00～

●年金相談（舘浦出張
所）10：30～ 15：00

●市民課延長窓口（平
戸市役所１階③番窓
口）17：15～ 19：00

●市民課延長窓口（平
戸市役所１階③番窓口）
17：15～19：00

●灯台マルシェ（大バエ鼻
灯台）12：00～18：30

●国蔵山周回ウォーキング＆
軽トラ朝市（きのこ屋駐車場）
９：00～

●電気・燃油価格
高騰対策支援補助
金申請期限



このコーナーでは、ものごとに熱中する市内の未成年の皆さんを紹介します。

崎
松
浦
ボ
ー
イ
ズ
」の
練
習
に
参

加
し
て
い
ま
す
。

　

市
内
に
小
学
生
が
参
加
で
き
る

硬
式
野
球
チ
ー
ム
は
な
い
た
め
、

松
浦
市
ま
で
練
習
に
通
っ
て
い
る

そ
う
で
す
。

　

小
さ
い
こ
ろ
か
ら
野
球
が
大
好

き
で
、
小
学
５
年
生
か
ら
本
格
的

に
チ
ー
ム
に
入
っ
た
晃
弘
さ
ん
の

夢
は
、
野
球
選
手
や
野
球
の
指

導
者
に
な
る
こ
と
。

　
「
野
球
は
と
て
も
奥
が
深
い
ス

ポ
ー
ツ
で
す
が
、
難
し
い
か
ら
こ

そ
面
白
く
感
じ
ま
す
。
こ
れ
か
ら

は
身
体
を
鍛
え
な
が
ら
、
戦
略
を

考
え
ら
れ
る
選
手
に
な
り
た
い
で

す
」と
、
野
球
の
楽
し
さ
を
語
っ

て
く
れ
ま
し
た
。

　

野
球
以
外
に
も
、
小
学
２
年

生
か
ら
相
撲
を
習
い
、
身
体
を
鍛

え
て
い
る
晃
弘
さ
ん
で
す
が
、
普

段
は
本
を
読
ん
だ
り
、
折
り
紙
を

作
る
こ
と
が
好
き
と
い
う
一
面
も
。

　

そ
ん
な
日
常
も
、
心
身
を
鍛
え

る
こ
と
に
つ
な
が
っ
て
い
る
よ
う

で
す
。

　

こ
の
春
か
ら
中
学
生
に
な
る
晃

弘
さ
ん
の
、
次
の
ス
テ
ッ
プ
で
の

活
躍
が
期
待
さ
れ
ま
す
。

　

中
学
生
た
ち
に
混
ざ
っ
て
、
グ

ラ
ウ
ン
ド
で
声
を
張
り
上
げ
て
い

る
の
は
、
生
月
小
学
校
６
年
生

の
龍
護
晃
弘
さ
ん
。

　

晃
弘
さ
ん
は
、
昨
年
12
月
ま

で
、「
平
戸
鬼
洋
蝶
少
年
野
球
ク

ラ
ブ
」の
キ
ャ
プ
テ
ン
と
し
て

チ
ー
ム
を
引
っ
張
っ
て
い
ま
し
た
。

　

退
団
し
て
か
ら
も
、
ハ
イ
レ
ベ

ル
な
野
球
の
練
習
を
続
け
た
い
と
、

中
学
生
の
硬
式
野
球
チ
ー
ム「
長

　２月４日、平戸文化センターで「宝くじお
しゃべり音楽館～想い出のスクリーンミュー
ジック～」が開催されました。
　おしゃべり音楽館のために編成されたオー
ケストラによる大迫力の演奏で始まり、NHK 
FM「弾き語りフォーユー」の弾き語りコー
ナーが人気の小原孝さんは、ラジオ放送の本
番さながらのピアノの引き語りを披露。落語
家でBSテレ東「おんがく交差点」に出演してい
る春風亭小朝さんのトークコーナーでは、元
宝塚トップスターの故越路吹雪さんにまつわ
るエピソードを軽快なトークで紹介し、会場
は笑いと感動に包まれました。
　その後、女優・歌手として活躍する島田歌
穂さんが登場。オーケストラの演奏とともに、
ミュージカルの名曲を歌い上げると、会場か
らは盛大な拍手が起こりました。ほかにも、
お楽しみ抽選会なども行われ、大いに盛り上
がりました。

火災救急件数

７件（４件）

158件（135件）

■火災

■救急

※（ 　）内は昨年同期

交通事故件数
令和５年１月末現在令和５年１月末現在　

４件 （４件）

１人 （０人）

６人 （５人）

■件　数

■死　者

■負傷者

※（ 　）内は昨年同期

消防本部予防課　☎22-3167問総務課危機管理班　☎22-9101問

人口の動き

■総人口　29,087人（ｰ75人）

■男　性　13,801人（ｰ39人）

■女　性　15,286人（ｰ36人）

■世帯数　13,711戸（ｰ26戸）

■平戸地区   16,738人 （ｰ58人）
　 北部地区　    9,957人　（ｰ30人）         
　  中部地区　    3,246人　（ｰ11人）
　  南部地区　    3,535人　（ｰ17人）

■生月地区     4,769人 （ｰ18人）
■田平地区　 6,642人 （+  5人）
■大島地区　     938人 （ｰ  ４人）

令和５年２月１日現在

市民課戸籍住民班　☎22-9123問
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３広報ひらど

目次・想い出のスクリーンミュージック・人
口の動き・交通事故件数・火災救急件数

平戸の新星

特集

I am my City　みんなが主役のまちづくり

平戸市民表彰式

そうだ図書館へ行こう

まちづくり協議会紹介・「古写真」から見る平戸の記憶遺産

高齢者通いの場

消費生活センター・国際交流員の日記

子育て・健康応援コーナー

見逃せない情報がココに（お知らせ）

暮らしに役立つ情報がここにも（お知らせ）

まちのできごと

うぶ声＆おくやみ・ＴｏｗｎＴｏｐｉｃ

ハッピーバースデー

カレンダー

Ｐ２

　Ｐ３

Ｐ４～９

Ｐ10～11

P12

P13

P14

Ｐ15

Ｐ16～17

Ｐ18～22

Ｐ23

Ｐ24～25

Ｐ26

Ｐ27

Ｐ28

（　）は、前月との比較

想い出のスクリーンミュージック
文化交流課文化遺産班　☎22-9143問

龍護　晃弘さん

生月小学校

（生月町）

りゅうご　　　あきひろ
６年『信頼されるまじめな姿勢』

　中学生向けの練習メニューは、小学生には大
変ですが、晃弘くんは懸命に頑張っています。
　その姿勢で信頼を得て、チームの中心となる
選手になってほしいです。

長崎松浦ボーイズ　監督　田中　公省さん

中
学
の
硬
式
野
球
に
参
加
す
る

小
学
生
の
か
け
声
響
く

平
戸
の
新
星
第
７
回

　野球では迫力ある
表情を見せる晃弘さ
んですが、普段の穏
やかな表情からは優
しさが滲み出ています。
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Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
度
島
地
区
ま
ち
づ
く
り
運

営
協
議
会（
以
下
、
ま
ち
協
）は
、
平
成

25
年
９
月
に
設
立
さ
れ
、
今
年
で
10
年
目

を
迎
え
ま
す
。
平
成
26
年
度
は
15
事
業
を

実
施
し
、
延
べ
参
加
人
数
約
６
千
人
で
し

た
が
、
令
和
３
年
度
に
は
31
事
業
・
延
べ

参
加
人
数
約
１
万
２
千
人
に
ま
で
増
え
、

ま
ち
協
の
活
動
が
島
民
に
浸
透
し
て
き
て

い
る
と
感
じ
ま
す
。

　

こ
れ
ま
で
の
主
な
取
り
組
み
と
し
て
、

島
民
の
防
災
意
識
の
向
上
を
目
的
と
し
た

「
度
島
防
災
ま
つ
り
」や
島
民
が
集
う
新
た

な
交
流
の
場
と
し
て「
夏
祭
り
」を
開
催
し

た
り
、
年
末
年
始
の
帰
省
客
を
歓
迎
し
、

ね
ぎ
ら
い
の
気
持
ち
を
伝
え
る「
お
か
え

り
な
さ
い
イ
ル
ミ
ネ
ー
シ
ョ
ン
」な
ど
を
実

施
し
ま
し
た
。
島
民
の
皆
さ
ん
に
も
喜
ば

れ
て
い
る「
月
イ
チ
シ
リ
ー
ズ
」は
、
島
内

に
無
い「
床
屋
」や「
ヨ
ガ
」「
カ
イ
ロ
プ
ラ

ク
テ
ィ
ッ
ク
」の
事
業
者
を
招
き
実
施
し
て

い
ま
す
。
ま
た
、
次
世
代
の
担
い
手
で
あ

る
中
学
生
の
意
見
を
取
り
入
れ
る
た
め
に
、

設
立
３
年
目
か
ら
実
施
し
て
い
る「
度
島

ま
ち
づ
く
り
塾
」で
は
、
度
島
中
学
校
の

生
徒
と
一
緒
に
ま
ち
づ
く
り
計
画
を
考
え

た
り
、
観
光
ツ
ア
ー
の
企
画
・
誘
致
な
ど

を
行
い
ま
し
た
。
中
学
生
の
柔
軟
な
発
想

で
、
大
人
で
は
思
い
つ
か
な
い
よ
う
な
ア

イ
デ
ィ
ア
が
生
ま
れ
て
い
ま
す
。
ま
ち
協

が
立
ち
上
が
っ
て
か
ら
、
自
発
的
に
団
体

を
結
成
し
、
活
動
す
る
島
民
も
増
え
て
き

て
い
ま
す
。

　

こ
れ
ま
で
の
活
動
を
と
お
し
て
、
度
島

の
課
題
は
も
ち
ろ
ん
、
地
域
の
宝
も
再
発

見
で
き
ま
し
た
。
こ
れ
か
ら
は
島
外
の
度

島
出
身
者
を
巻
き
込
み
な
が
ら
、
子
ど
も

か
ら
高
齢
者
ま
で
い
き
い
き
暮
ら
す
こ
と

が
で
き
、
離
島
の
ハ
ン
デ
ィ
を
感
じ
さ
せ

な
い
度
島
を
目
指
し
て
活
動
し
て
い
き
ま

す
。

市内最初の「まち協」として設立から10年

市内で最初に立ち上がったNPO法人度島地区まちづくり運営協議会。今年で設立
から10年の節目を迎えます。度島まち協では、限られた予算と人員で離島特有の
課題に向き合いながら、さまざまな取り組みを進めてきました。これまでの取り組
みとこれからについて伺いました。

度島地区まちづくり運営協議会

理事長　堺　勇二さん
さかい     ゆうじ

１_度島の防災について考えた「度島防災まつり」
／２_島民の新たな交流の場となった夏祭り／３_
冬の風物詩「おかえりなさいイルミネーション」／
４_「月イチ」シリーズの１つ「月イチマーケット」。
朝早くから島民で賑わう。

Interview

度島まち協のあゆみとこれから

　

平
戸
市
の
人
口
は
、
市
町
村
合
併
が
行

わ
れ
た
平
成
17
年
10
月
当
時
、
約
４
万
人

で
し
た
が
、
令
和
５
年
２
月
現
在
で
約
２

万
９
千
人
に
ま
で
減
少
し
て
い
ま
す
。

　

現
在
の
地
域
運
営
の
仕
組
み
は
、
人
口

や
経
済
が
成
長
し
続
け
て
い
た
時
代
に
合

わ
せ
て
定
着
し
て
き
た
も
の
で
す
が
、
こ

れ
か
ら
は
、
減
少
し
て
い
く
人
口
に
対
応

し
た
仕
組
み
が
必
要
と
な
っ
て
き
ま
す
。

　

人
口
減
少
や
少
子
化
、
高
齢
化
は
、
地

域
の
課
題
に
複
雑
に
絡
ん
で
い
ま
す
。
人

口
減
少
に
よ
っ
て
人
口
密
度
が
少
な
く
な

れ
ば
、
こ
れ
ま
で
集
落
全
体
で
管
理
で
き

て
い
た
農
地
な
ど
の
維
持
が
難
し
く
な
る

ほ
か
、
公
共
交
通
や
商
店
な
ど
の
運
営
に

も
影
響
が
出
て
き
ま
す
。
少
子
化
が
進
む

と
学
校
の
統
廃
合
や
地
域
の
伝
統
文
化
な

ど
の
継
承
も
危
ぶ
ま
れ
ま
す
。
高
齢
化
で

平
均
年
齢
が
上
が
る
と
、
こ
れ
ま
で
自
治

会
が
担
っ
て
き
た
役
割
の
継
続
が
困
難
に

な
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

　

こ
れ
ら
の
状
況
を
見
据
え
、
平
戸
市
で

は
市
民
と
行
政
が
お
互
い
を
理
解
し
尊
重

し
な
が
ら
協
力
し
て
ま
ち
づ
く
り
を
進
め
、

よ
り
良
い
地
域
社
会
を
実
現
す
る
こ
と
を

目
的
と
し
て
、
平
成
20
年
に「
協
働
に
よ

る
ま
ち
づ
く
り
指
針
」を
策
定
し
ま
し
た
。

こ
の
指
針
に
よ
り
、
ま
ち
づ
く
り
協
議
会

が
設
立
さ
れ
、
そ
れ
ぞ
れ
で
地
域
課
題
の

解
決
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

特集

みんなが主役のまちづくり
I am my City

平成25年10月、立ち上がったばかりの度島地区まちづく
り運営協議会で行われたワークショップの様子。各部会で
まち歩きを行い、度島の課題と宝を洗い出し、まちづくり
をスタートしました。
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田
平
ま
ち
づ
く
り
協
議
会（
以
下
、
ま

ち
協
）は
、
現
在
約
50
人
の
部
会
員
が
所

属
し
、
５
つ
の
部
会
に
分
か
れ
て
活
動
し

て
い
ま
す
。
主
な
事
業
と
し
て
、
田
平
町

荻
田
地
区
に
伝
わ
る「
荻
田
浮
立
」の
保

存
・
継
承
を
目
的
と
し
て
子
ど
も
た
ち
を

対
象
に
実
施
し
た
竹
笛
教
室
や
、
ご
み
拾

い
を
し
な
が
ら
地
域
の
魅
力
を
再
発
見
す

る「
歩
き
な
が
ら
ご
み
拾
お
う
か
い
」な
ど

が
あ
り
ま
す
。
ま
た
、
制
服
の
リ
ユ
ー
ス

事
業
や
町
内
２
カ
所
の
滝
周
辺
の
環
境
整

備
な
ど
も
行
っ
て
い
ま
す
。
こ
の
他
、
ド

ロ
ー
ン
事
業
で
は
、
北
松
農
業
高
校
で
県

内
の
高
校
で
は
初
と
な
る
ド
ロ
ー
ン
ス

ク
ー
ル
を
開
講
し
た
り
、
農
薬
散
布
の
受

託
、
空
撮
サ
ー
ビ
ス
な
ど
を
行
っ
て
い
ま

す
。

　

こ
れ
ら
の
取
り
組
み
は
、
会
員
を
と
お

し
て
地
域
の
人
か
ら
相
談
が
あ
っ
た
困
り

ご
と
や
、
活
動
を
と
お
し
て
感
じ
た
地
域

課
題
を
解
決
し
よ
う
と
取
り
組
ん
で
い
る

も
の
で
す
。
地
域
住
民
の
困
り
ご
と
に
対

し
て
、
住
民
目
線
で
迅
速
に
対
応
で
き
る

と
こ
ろ
が
、
ま
ち
協
の
強
み
だ
と
感
じ
て

い
ま
す
。

　

ま
ち
協
の
取
り
組
み
は
、
あ
く
ま
で

き
っ
か
け
づ
く
り
だ
と
思
っ
て
い
ま
す
。

ま
ち
協
の
取
り
組
み
に
、
地
域
の
皆
さ
ん

が
参
加
す
る
こ
と
で
、
田
平
の
こ
と
を
改

め
て
考
え
、
地
域
の
先
輩
た
ち
が
守
っ
て

き
た
田
平
を
次
世
代
に
つ
な
い
で
い
く

き
っ
か
け
に
な
れ
ば
と
思
い
ま
す
。

　

田
平
に
住
ん
で
い
る
人
は
、
皆
が
ま
ち

協
の
会
員
で
す
。
困
り
ご
と
や「
こ
ん
な

こ
と
や
っ
て
み
た
い
」と
い
う
こ
と
が
あ
れ

ば
、
ぜ
ひ
ま
ち
協
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

一
緒
に
課
題
解
決
に
向
け
て
取
り
組
み
ま

し
ょ
う
。
こ
れ
か
ら
も「
つ
ん
の
ー
で
い
っ

ち
ょ
や
る
ば
い
」を
モ
ッ
ト
ー
に
活
動
し
て

い
き
ま
す
。

田平を未来へつないでいくきっかけに

「歩きながらごみ拾おうかい」や「ドローンスクール」、制服のリユース事業など、地
域に根ざし特色ある取り組みを行っている田平まちづくり協議会。「つんのーでいっ
ちょやるばい」をスローガンに地域の皆さんと一緒になって、住民目線の取り組み
を進めています。

田平まちづくり協議会

副会長　手島　りつ子さん

１_北松農業高校でドローンスクールを開講。／２
_荻田浮立を次世代に残すため「竹笛教室」を開催。
／３_仲良しの正副会長と事務局員。／４_旧田
平町時代に町花であった椿。挿し木で苗を増やす
取り組み。

１_多くのお年寄りが参加した「わくわく健康まつ
り」／２_おごっつぉ祭。レシピ集も作成した。／
３_小中学生対象「わくわく交流バスツアー」。今
年度は長崎大学を見学。／４_お年寄りの移動支
援。公共交通機関で使えるチケットを配布。

Interview
　

こ
れ
ま
で
、Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
山
田
・
舘
浦

地
区
ま
ち
づ
く
り
運
営
協
議
会（
以
下
、

ま
ち
協
）で
は
、
道
路
沿
い
な
ど
の
花
の

植
栽
や
各
地
区
の
公
園
で
の
ラ
ジ
オ
体
操

の
開
催
、
高
齢
者
を
対
象
と
し
た
移
動
支

援
、
郷
土
料
理
を
継
承
す
る「
お
ご
っ

つ
ぉ
祭
り
」な
ど
を
行
っ
て
き
ま
し
た
。

冬
の
イ
ル
ミ
ネ
ー
シ
ョ
ン
で
は
、
地
域
の

元
船
員
の
皆
さ
ん
の
技
術
に
助
け
ら
れ
て

い
ま
す
。

　

こ
れ
ま
で
支
所
や
出
張
所
に
相
談
し
て

い
た
事
を
ま
ち
協
に
相
談
す
る
と
い
う
人

も
増
え
、
地
域
の
皆
さ
ん
の
ま
ち
協
へ
の

理
解
が
深
ま
っ
て
い
る
よ
う
に
思
い
ま
す
。

ま
ち
協
の
事
務
所
が
あ
る「
和
く
話
く
交

流
館
」は
、
お
年
寄
り
の
皆
さ
ん
が
テ
レ

ビ
を
見
た
り
、
話
に
花
を
咲
か
せ
た
り
と
、

憩
い
の
場
に
も
な
っ
て
い
ま
す
。

　

令
和
４
年
度
か
ら
は
、
若
者
の
意
見
を

取
り
入
れ
よ
う
と
、
理
事
職
に
40
〜
50
代

の
人
を
取
り
入
れ
ま
し
た
。
各
部
会
で
の

提
案
の
視
点
が
変
わ
り
、
こ
れ
ま
で
無

か
っ
た
ア
イ
デ
ィ
ア
が
生
ま
れ
て
い
ま
す
。

例
え
ば
、
子
ど
も
育
成
部
会
が
婚
活
を
企

画
、
ま
た
、
長
崎
県
婚
活
サ
ポ
ー
タ
ー
の

認
定
を
受
け
出
会
い
の
場
を
提
供
し
た
り
、

未
就
学
児
へ
の
サ
ポ
ー
ト
と
し
て
Ｖ
・

フ
ァ
ー
レ
ン
長
崎
の
サ
ッ
カ
ー
教
室
を
生

月
こ
ど
も
園
で
開
い
た
り
と
、
子
ど
も
や

若
い
世
代
を
対
象
と
し
た
企
画
が
増
え
て

き
て
い
ま
す
。
今
後
は
、
年
配
の
皆
さ
ん

が
持
つ
技
術
や
知
識
と
若
い
世
代
の
新
し

い
発
想
を
う
ま
く
繋
ぎ
合
わ
せ
、
山
田
・

舘
浦
地
区
の
さ
ら
な
る
活
性
化
に
つ
な
げ

て
い
き
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
仕
事
や
子
育
て
、
家
事
で
時
間

が
な
い
と
い
う
、
若
い
世
代
の
人
た
ち
も

ま
ち
づ
く
り
に
関
わ
る
こ
と
が
で
き
る
よ

う
な
仕
組
み
作
り
を
進
め
て
い
き
た
い
と

思
っ
て
い
ま
す
。

山田・舘浦地区まちづくり運営協
議会

理事長　西澤　安廣さん

Interview

住民目線でまちづくりを考える
世代を越えてまちを考える

生月大橋のそばに事務所を構える山田・舘浦地区まちづくり運営協議会。令和４年
度から、これまで区長が務めていた執行部を若い世代の人に交代しました。これに
より、新たな視点での取り組みも生まれてきており、世代を越えたまちづくりに取
り組んでいます。

若い世代の意見をまちづくりに

にしざわ     やすひろ

てしま

わ

わ



I am my city

市内の小学校区ごとに設立された14のまちづくり運営協議会。地域に密着し、地
域の課題や宝を掘り起こしながら、まちづくりを進めています。その地域に住む皆
さんがまちづくりを「他人事」ではなく「わがこと」として一緒に考え、できることか
ら参加していくことが大切です。

住民みんながまちづくりの一員大島村まちづくり運営協議会

電　話　☎55-2522

所在地　大島村神浦373

生月地区まちづくり運営協議会

電　話　☎29-9080

所在地　生月町里免2968-3

度島地区まちづくり運営協議会

電　話　☎25-2501

所在地　度島町1656-3

山田・舘浦地区まちづくり運営協議会

電　話　☎53-1550

所在地　生月町舘浦148-11

田助校区まちづくり運営協議会

電　話　☎22-7166

所在地　大久保町1189-1

平戸まちづくり運営協議会

電　話　☎22-7080

所在地　岩の上町1494

田平まちづくり協議会（田平支所３階）

電　話　☎29-9008

所在地　田平町里免27-1
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住
民
に
よ
る
地
域
課
題
の
解
決
に
向
け
て

　

平
戸
市
で
は
、
協
働
の
ま
ち
づ
く
り
を

推
進
す
る
た
め
、
小
学
校
区
を
基
本
単
位

に
市
内
14
カ
所
に「
ま
ち
づ
く
り
運
営
協

議
会（
以
下「
ま
ち
協
」）」を
設
置
し
て
い

ま
す
。
ま
ち
協
と
は
、
地
域
の
生
活
や
暮

ら
し
を
守
る
た
め
、
地
域
で
暮
ら
す
人
た

ち
が
中
心
と
な
っ
て
組
織
し
、
地
域
課
題

の
解
決
に
向
け
た
取
り
組
み
を
持
続
的
に

行
う
こ
と
を
目
的
と
し
た
団
体
で
す
。
ま

ち
協
の
よ
う
な
活
動
を
行
う
団
体
は「
地

域
運
営
組
織
」と
呼
ば
れ
、
令
和
４
年
７

月
現
在
で
、
全
国
８
１
４
自
治
体
に
６
千

を
超
え
る
団
体
が
設
置
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

ま
ち
協
の
取
り
組
み
で
一
番
重
要
な
の

は「
補
完
」と
い
う
考
え
方
で
す（
図
１
）。

人
口
減
少
に
伴
い
人
口
構
成
が
変
化
し
て

い
く
中
で
、
自
治
会
の
機
能
や
絆
を
維
持

し
て
い
く
た
め
の
取
り
組
み
を
ま
ち
協
が

実
施
し
て
い
く
こ
と
が
大
切
で
す
。

各
ま
ち
協
で
多
様
な
取
り
組
み

　

平
戸
市
で
は
、「
平
戸
市
新
し
い
コ
ミ
ュ

ニ
テ
ィ
組
織
規
則
」に
よ
り
、
ま
ち
協
組

織
を
公
に
位
置
づ
け
る
と
と
も
に
、
ま
ち

づ
く
り
交
付
金
な
ど
の
支
援
制
度
を
設
け

て
い
ま
す
。
環
境
整
備
や
防
災
・
防
犯
、

子
育
て
支
援
の
ほ
か
、
各
地
域
の
特
色
に

合
わ
せ
た
補
助
制
度
の
整
備
な
ど
、
ま
ち

協
が
設
置
さ
れ
た
こ
と
で
多
様
な
取
り
組

み
が
生
ま
れ
て
い
ま
す
。

　
一
方
で
、
限
ら
れ
た
人
材
に
業
務
が
集

中
し
が
ち
に
な
っ
た
り
、
毎
年
事
業
を
継

続
し
て
い
く
中
で
、
取
り
組
み
が
マ
ン
ネ

リ
化
し
な
い
よ
う
、
そ
の
事
業
の
取
捨
選

択
や
改
善
に
頭
を
悩
ま
せ
て
い
る
状
況
も

見
受
け
ら
れ
ま
す
。

　
ま
ち
づ
く
り
活
動
は
、
そ
の
到
達
度
を

図
る
指
標
の
設
定
が
難
し
く
、
特
に
近
年

設
立
さ
れ
た
ま
ち
協
は
試
行
錯
誤
し
な
が

ら
取
り
組
み
を
進
め
て
い
ま
す
が
、
こ
れ

か
ら
は
先
行
事
例
と
な
る
ま
ち
協
と
情
報

を
共
有
し
、
そ
の
ノ
ウ
ハ
ウ
を
生
か
し
て

い
く
必
要
が
あ
り
ま
す
。

　

市
内
全
域
に
ま
ち
協
が
設
置
さ
れ
、
さ

ま
ざ
ま
な
情
報
が
蓄
積
さ
れ
て
き
た
今
、

改
め
て
地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
と
協
議
会
の

か
か
わ
り
に
つ
い
て
さ
ら
に
深
め
て
い
く

時
期
に
き
て
い
ま
す
。

　

協
働
の
ま
ち
づ
く
り
の
目
的
は
、
地
域

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の
再
生
を
図
る
こ
と
で
あ

り
、
人
と
人
の
つ
な
が
り
を
維
持
す
る
こ

と
で
、
将
来
に
わ
た
っ
て
安
心
安
全
に
暮

ら
せ
る
町
を
実
現
し
て
い
く
こ
と
で
す
。

ま
ち
協
に
お
い
て
は
、
こ
れ
ま
で
の
取
り

組
み
を
振
り
返
り
、
取
り
組
ん
で
き
た
事

業
の
成
果
を
検
証
す
る
ほ
か
、
企
画
立
案

能
力
を
高
め
て
い
く
こ
と
も
考
え
て
い
か

ね
ば
な
り
ま
せ
ん
。

わ
た
し
も
ま
ち
の
一
員

　

自
分
が
住
ん
で
い
る
町
に
対
す
る
誇
り

や
愛
着
を「
シ
ビ
ッ
ク
プ
ラ
イ
ド
」と
い
い

ま
す
。
こ
こ
で
大
切
な
の
は
、
単
に
町
へ

の
誇
り
や
愛
着
が
あ
る
と
い
う
だ
け
で
な

く
、「
自
分
は
こ
の
町
を
形
作
っ
て
い
る
一

員
で
あ
り
、
よ
り
良
い
町
に
す
る
た
め
に
、

ま
ち
づ
く
り
活
動
に
関
与
し
て
い
る
」と

い
う
意
識
を
持
つ
と
い
う
こ
と
で
す
。
そ

の
意
味
で
郷
土
愛
と
は
異
な
る
概
念
な
の

か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

　

町
の
一
員
で
あ
る
た
く
さ
ん
の「
Ｉ

（
私
）」が
集
ま
り
、「
Ｉ  

ａ
ｍ  

ｍ
ｙ  

ｃ
ｉ

ｔ
ｙ
（
私
が
こ
の
町
を
創
っ
て
い
る
）」と

い
え
る
よ
う
な
、
共
感
を
生
み
、
人
を
呼

び
込
む
よ
う
な
地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
を
地

道
に
作
り
上
げ
て
い
き
た
い
も
の
で
す
。

地
域
に
住
む
皆
さ
ん
が
、
少
し
で
も
ま
ち

協
の
取
り
組
み
に
関
心
を
持
ち
、
参
加
す

る
こ
と
が
真
の
ま
ち
づ
く
り
に
つ
な
が
る

の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

近隣住民

図１　集落の補完イメージ

自治会
（近隣住民の集まり） （近隣自治会の集まり）

地域の環境美化活動

コミュニティバスの運行

まち協 平戸市補完補完補完

中野地区まちづくり運営協議会

電　話　☎22-7445

所在地　中野大久保町796-1

根獅子・飯良まちづくり運営協議会

電　話　☎22-7866

所在地　根獅子町892-1

紐差小学校区まちづくり運営協議会

電　話　☎29-9025

所在地　紐差町798-1-2F

中津良地区まちづくり運営協議会

電　話　☎22-7835

所在地　下中津良町632-1

志々伎地区まちづくり運営協議会

電　話　☎29-1510

所在地　志々伎町292-1

野子地区まちづくり運営協議会

電　話　☎27-1613

所在地　野子町3035-1

津吉地区まちづくり運営協議会

電　話　☎27-0611

所在地　津吉町1212-1
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林　

一
馬

　

大
森　

洋
子

　

仲
間　

浩
一

　

耘
野　

康
臣

　

真
板　

昭
夫

◎
学
校
教
育
功
労

 

北
原　

敏
弘

　

永
田　

米
吉

◎
学
校
文
化
活
動

　

中
尾　

友
香

　

中
尾　

文
香

　

川
上　

琴
心

　

三
輪　

華
蓮

　

田
平
南
小
緑
の
少
年
団

◎
ス
ポ
ー
ツ
賞（
個
人
）

　

江
田　

達
朗

　

今
村　

文
哉

　

田
原　

正
伸

　

江
川　

璃
瑠
斗

　

畑
原　

陽
友

　

龍
護　

千
代
子

　

千
北　

敦
士

◎
産
業
功
労（
特
別
表
彰
） 

　

早
田　

悠
次

◎
地
方
自
治
功
労 

　
　

　

山
下　

忠
平

　

宮
田　

克
幸

　

末
吉　

清
彦

　

市
川　

仁

　

出
口　

長
寿

　

谷
浦　

芳
明

　

米
倉　

初
代

　

宗
田　

篤
司

　

川
畑　

節
子

　

浦
添　

政
広

　

田
川　

あ
ゆ
み

　

有
浦　

奬

　

坂
本　

良
一

　

石
見　

清
一

　

故　

池
田　

柊
一

◎
社
会
福
祉
功
労

　

上
田　

正
子

◎
教
育
文
化
功
労

　

柿
添　

由
美
子

　

丸
田　

保

◎
防
犯
防
災
功
労

　

橋
本　

雅
寿

鏡
川
町

野
子
町

志
々
伎
町

大
島
村

戸
石
川
町

根
獅
子
町

木
ヶ
津
町

獅
子
町

鮎
川
町

田
平
町

田
平
町

大
島
村

宮
の
町

明
の
川
内
町

大
島
村

草
積
町

津
吉
町

岩
の
上
町

鏡
川
町

田
平
町

　

濱
崎　

洋
海

　

高
松　

久
志

　

大
下　

昭
伸

　

宮
木　

賢
哉

　

田
中　

正
史

　

松
永　

利
宣

　

横
山　

達
矢

　

草
合　

幸
次
郎

　

五
嶋　

末
徳

　

立
石　

隆
二

　

山
西　

清
隆

　

田
中　

美
穂
子

　

四
田　

ゆ
か
り

　

岩
永　

光
輝

◎
人
命
救
助

　

川
島　

誠
司

　

土
田　

祐
喜

◎
寄
付
功
労

　

内
藤　

美
代
子

◎
優
良
団
体

　

生
月
漁
業
協
同
組
合

代
表
理
事
組
合
長　

冨
澤　

健
治

　

志
々
伎
漁
業
協
同
組
合

代
表
理
事
組
合
長　

後
藤　

正
喜

　

平
戸
市
森
林
組
合

代
表
理
事
組
合
長　

松
瀨　
　

清

　

株
式
会
社
久
田
組

代
表
取
締
役　

久
田　

義
博

市
民
表
彰

　

港
祐
産
業
有
限
会
社

代
表
取
締
役　

山
内　

恒
敏

　

有
限
会
社
森
石
油
店 

代
表
取
締
役　

森　
　

能
範

　

有
限
会
社
山
川
組

代
表
取
締
役　

山
川　

一
市

　

吉
住
建
設
株
式
会
社

代
表
取
締
役　

杉
村　

甚
作

　

大
川
テ
ク
ノ
有
限
会
社

代
表
取
締
役　

眞
﨑　
　

巌

　

大
坪
建
設
株
式
会
社

代
表
取
締
役　

大
坪　

弘
成

　

株
式
会
社
玄
海
電
設

代
表
取
締
役　

大
久
保　

祐
子

　

松
田
産
業
株
式
会
社

代
表
取
締
役　

松
田　

博
文

◎
社
会
教
育
功
労

　

夫
津
木　

マ
サ
エ

　

原
田　

仁
志

◎
社
会
体
育
功
労

　

辻
村　

敏

◎
文
化
功
労

　

後
藤　

潔

市民表彰受賞者

教育委員会表彰受賞者

田
平
町

大
島
村

田
平
町

田
平
町

鏡
川
町

生
月
町

田
助
町

木
ヶ
津
町

鮎
川
町

川
内
町

田
助
町

生
月
町

辻
町

生
月
町

大
島
村

大
島
村

東
京
都
東
村
山
市

戸
石
川
町

木
場
町

紐
差
町

生
月
町

　

２
月
12
日
、
平
戸
文
化
セ
ン
タ
ー
に
お
い
て
、
平
戸
市
表
彰
式
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
平
戸
市
の
発
展
に
大

き
く
貢
献
さ
れ
た
皆
さ
ん
や
、
令
和
４
年
中
に
各
種
大
会
な
ど
で
活
躍
し
た
皆
さ
ん
の
功
績
を
讃
え
、
表
彰
状

が
贈
ら
れ
ま
し
た
。
受
賞
さ
れ
た
皆
さ
ん
の
今
後
ま
す
ま
す
の
ご
活
躍
を
祈
念
し
ま
す
。

平
戸
市
表
彰
式

教
育
委
員
会
表
彰

長
崎
市

福
岡
県
春
日
市

台
湾
国
台
南
市

福
岡
県
福
岡
市

東
京
都
目
黒
区

生
月
町

深
川
町

大
島
小
学
校
３
年

大
島
小
学
校
６
年

中
部
中
学
校
３
年

猶
興
館
高
校
３
年

鏡
川
町

田
平
町

浦
の
町

津
吉
小
学
校
６
年

田
平
中
学
校
３
年

生
月
小
学
校
２
年

紐
差
小
学
校
４
年

ス
ポ
ー
ツ
表
彰

　

大
石　

唯
愛

　

桝
屋　

雄
大

　

田
渕　

龍
馬

　

大
石　

咲
良

　

坂
尾　

力
毅

　

野
口　

清
之

　

櫻
井　

麗
王

　

木
下　

晴
登

　

阿
比
留　

海
花

　

道
添　

由
萌

　

道
添　

妃
萌

　

塚
本　

晃
己

　

破
戸　

崚
佑

　

墨
谷　

颯
太

◎
ス
ポ
ー
ツ
賞（
団
体
）

　

生
月
少
年
相
撲
ク
ラ
ブ 

　

中
野
中
学
校
相
撲
部 

　

生
月
中
学
校
男
子
空
手
道
部 

　

ブ
ラ
ッ
ク
・
エ
ン
ゼ
ル
ス 

　

中
部
中
学
校
Ｎ
ｅ
ｘ
ｕ
ｓ
Ｃ
ｈ
ｕ
ｂ
ｕ
22 

　

大
島
中
学
校
Ｔ
ｅ
ａ
ｍ
大
島
17

◎
ス
ポ
ー
ツ
特
別
賞（
個
人
）

　

松
園　

大
成

◎
体
育
功
労
賞（
個
人
）

　

森　

龍
哉

　

坂
尾　

廣
毅

　

田
島　

忠
信

（
敬
称
略
）

紐
差
小
学
校
４
年

田
平
南
小
学
校
５
年

生
月
中
学
校
２
年

中
野
中
学
校
３
年

北
松
農
業
高
校
２
年

中
野
大
久
保
町

生
月
小
学
校
２
年

田
平
北
小
学
校
２
年

平
戸
小
学
校
２
年

平
戸
小
学
校
４
年

平
戸
小
学
校
６
年

生
月
中
学
校
３
年

九
州
文
化
学
園
高
校
１
年

開
新
高
校
３
年

日
本
体
育
大
学

崎
方
町

紐
差
町

生
月
町

スポーツ表彰受賞者



お札を引く前にオラショを唱える様子（昭和44年撮影）

お札を引く婦人（昭和44年撮影）
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vol.48「古写真」から見る平戸の記憶遺産
文化交流課文化遺産班　☎22-9143問

総務課まちづくり推進班　☎22-9100問

生月のお札引き

　永禄元年・８年、生月島民の大部分が一斉改宗し
キリシタンになりました。当初、村々に「慈悲の組」と、
その下部組織「小組」が作られたと推測されています。
　平戸藩が禁教政策を始めた慶長４年以降、宣教師
との接触は途絶えますが、複数の小組を結合した
「信心会」を中心に信仰を守りました。
　「お札」は、小組で祀られる御神体で、生月島と平
戸島西岸のかくれキリシタン集落で確認されています。
　聖母マリアの生涯「十五玄義」を表す、「喜び」「悲
しみ」「ぐるりよーざ」各５枚と、マリア自身を表す親
札を合わせた計16枚の木札で構成されます。
 　写真は、キリシタン研究の先駆者・田北耕也氏が
撮影した、堺目地区の小組に属する家の人が集まり、
お札を引いて吉凶を占う「おしかえ」行事の様子です。

13

まち協トピックス ３月のイベント情報などをピックアップ！
３月のまち協の取り組みにご注目ください！

※掲載しているイベントの開催については、変更となる場合があります。

　灯台にちなんだ「灯台メシ」やグッズ販売のほ
か、バードウォッチング、戦争遺構プチツアー、
ステージイベント（ダンス、音楽）などの企画が
盛りだくさんです。
※入場無料、雨天時は別所開催

◆灯台マルシェ

と　き ３月４日（土）正午～午後６時30分

大バエ鼻灯台（※シャトルバスあり）ところ

生月地区まちづくり運営協議会　☎29-9080

そ
う
だ

 
図
書
館
へ
行
こ
う

本
は
、
市
内
の
図
書
館
・
図
書
室
ど
こ
で
も
貸
出
・
返
却
で
き
ま
す
。

刊
新
の
め
す
す
お

図書館ホームページ

田平町中央公民館図書室 ☎22 - 9211
大島村公民館図書室 ☎55 - 2511

平戸図書館 ☎22 - 4017
永田記念図書館 ☎22 - 9182
南部公民館図書室 ☎22 - 9191

生月図書室 ☎22 - 9202

各図書館・図書室連絡先

http://www.hirado-lib.jp
携帯電話から
ＱＲコードを読み込んで
簡単にアクセスできます。

会　場 開 催 時 間主 な イ ベ ン ト

平戸図書館

毎週日曜 午後２時～

８日（水）・22日（水）  午前10時30分～

11日（土）・23日（木）　午後２時～

25日（土） 午後７時～

毎週土曜 午後２時～

おはなし会　（おはなしのへや）

赤ちゃんおはなし会　（おはなしのへや）

「みんなdeシネマ」　（COLAS平戸ホール）
『だれもが愛しいチャンピオン』（スペイン：118分）

ライブラリーコンサート（平戸図書館）　　　
■「音大生トリオによるトランペット・ホル
ン・ピアノ」のコンサートです。（予定）

おはなし会 ※随時変更することがあります。永田記念図書館

今月の休館日　永田記念図書館：7日（火）・14日（火）・21日（火）・26日（日）28日（火）

図書館のイベント情報

『情熱の薔薇』
歌詞／甲本ヒロト
絵／ダイスケ・ホンゴリアン
出版社／リットーミュージック

『エツコさん』
作／昼田弥子
絵／光用千春
出版社／アリス館

『102歳、一人暮らし。』
著/石井　哲代
著/中国新聞社
出版社/文藝春秋

友達の家に向かう途中で迷子
になった樹。前を歩く人に声
をかけたら、その人は「エツ
コ先生」と呼ばれる認知症の
おばあちゃんで…。「記憶」を
めぐるエツコさんと小学生の
連作短編集。

時代を超え幅広い世代に愛さ
れるザ・ブルーハーツの名曲
が、人気イラストレーターに
より絵本になりました。

物事は良いほうに考える。喜
びの表現は大きく、健康で長
生きするための習慣やレシピ
の紹介等「うまいこと老いる」
極意が掲載されています。

『ディズニーフェルトの
　　つるし飾り＆リース』
著/佐々木　公子
出版社/ブティック社

ミッキー＆ミニーのハートのつ
るし飾り、ミッキー＆フレンズ
のクリスマスリース…。フェル
トを使ったディズニーキャラク
ターたちのつるし飾り＆リース
の作り方を紹介や実物大の型紙
が掲載されています。

『いちごハウスのおくりもの』
作／村中李衣
絵／えがしらみちこ
出版社／世界文化ブックス

『テーマパークのサバイバル』
文／ボドアルチング
絵／韓賢東
訳／HANA Press Inc.
出版社／朝日新聞出版 じいじのいちごハウスは、ひ

まりの自慢です。家族みんな
でいちごのお世話をしていま
す。ハウスの中でミツバチた
ちも大事なお仕事をしていま
す。いちごがどんな風に育っ
ているのか、自然の恵みや家
族のつながりを伝える絵本。

大人気のテーマパーク「ゾン
ビパーク」に出かけたピピと
ジオとケイ。ところが行く先
々で事故が発生して…。テー
マパークの仕掛けや、科学的
な原理もわかる科学漫画！

　きのこ屋駐車場から、津波江道を通り、中山、
神上を巡る全長約８キロメートルの「国蔵山周
回ウォーキング」を開催します。また、きのこ屋
駐車場で軽トラ朝市を開催します。
※３月８日申込締切（参加費無料・弁当あり）

◆国蔵山周回ウォーキング＆軽トラ朝市

と　き ３月12日（日）午前９時～

きのこ屋駐車場（前津吉町）ところ

津吉地区まちづくり運営協議会　☎27-0611

コンパンヤ

ふだ
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市民課消費生活センター　☎22-9122問

消費生活
センター

「消費生活センター」から身近な情報をお届け

そ
の
通
販
サ
イ
ト
、
ニ
セ
モ
ノ
か
も
！

○
偽
サ
イ
ト
の
見
分
け
方（
例
）

　

①
全
商
品
が
不
自
然
に
安
い
。

　

②
Ｕ
Ｒ
Ｌ
の
表
記
が
お
か
し
い
。

　

③
文
字
や
表
現
が
お
か
し
い
。

　

④
住
所
や
電
話
の
記
載
が
な
い
。

　

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
通
販
サ
イ
ト

の
利
用
者
か
ら
、「
偽
サ
イ
ト
」

に
関
す
る
ト
ラ
ブ
ル
な
ど
の
相
談

が
増
え
て
い
ま
す
。

○
偽
サ
イ
ト
の
被
害
例

　

偽
サ
イ
ト
を
利
用
す
る
と
、

▼
商
品
が
届
か
な
い

▼
商
品
が
偽
物
だ
っ
た

▼
販
売
事
業
者
の
連
絡
先
が
わ
か

　

ら
な
い

▼
Ｓ
Ｎ
Ｓ
や
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
上

　

の
広
告
な
ど
か
ら
偽
サ
イ
ト
に

　

誘
導
さ
れ
、
ク
レ
ジ
ッ
ト
カ
ー

　

ド
情
報
な
ど
の
個
人
情
報
を

　

盗
ま
れ
る

な
ど
の
被
害
に
あ
う
可
能
性
が

あ
り
ま
す
。

　

偽
サ
イ
ト
の
特
徴
を
よ
く
理
解

し「
少
し
で
も
怪
し
い
と
思
っ
た

ら
注
文
し
な
い
」な
ど
、
冷
静
な

対
応
が
必
要
で
す
。

你好,平戸

国際交流員
丁睿朗

（テイ・エイロウ）
（中国出身）

旅
立
ち
は
笑
顔
で

　

平
戸
で
過
ご
し
た
４
年
間
、
ほ

ぼ
毎
週
、
私
は
Ｙ
Ｋ
ち
ゃ
ん
と
一

緒
に
バ
ド
ミ
ン
ト
ン
の
練
習
に
参

加
し
ま
し
た
。Ｙ
Ｋ
ち
ゃ
ん
を
は

じ
め
、
お
世
話
に
な
っ
た
皆
さ
ん

に
心
か
ら
お
礼
を
申
し
上
げ
ま
す
。

　

皆
さ
ん
と
の
思
い
出
は
、
私
の

心
の
中
で
、
ル
ビ
ー
の
よ
う
に
輝

い
て
い
ま
す
。
お
陰
で
、
真
の
国

際
交
流
が
で
き
た
と
思
い
ま
す
。

　

人
と
の
別
れ
が
苦
手
な
私
で
す

が
、
笑
顔
で
旅
立
ち
ま
す
！

　

光
陰
矢
の
如
し
、
そ
ろ
そ
ろ
４

年
間
の「
平
戸
大
学
」を
卒
業
し

ま
す
。
平
成
31
年
４
月
、
平
戸

に
来
た
時
の
情
景
は
、
ま
る
で
昨

日
の
こ
と
の
よ
う
に
思
い
出
さ
れ

ま
す
。
青
い
空
と
赤
い
大
橋
を

バ
ッ
ク
に
、
澄
ん
だ
海
、
風
に
吹

か
れ
た
潮
の
香
り
、
あ
の
シ
ー
ン
、

私
は
一
生
忘
れ
ま
せ
ん
。
こ
れ
は
、

私
に
と
っ
て
２
度
目
の
来
日
で
す
。

　

１
度
目
は
、
平
成
24
年
９
月

か
ら
３
年
半
の
北
海
道
生
活
で
し

た
。
初
め
て
日
本
で
生
活
し
、

色
々
な
人
や
文
化
に
出
会
い
な
が

ら
、
留
学
生
か
ら
社
会
人
へ
と

「
変
身
」し
ま
し
た
。

　

２
度
目
の
今
回
、
平
戸
市
の
一

員
と
し
て
、
平
戸
の
人
な
ら
で
は

の
優
し
さ
、
温
か
さ
に
、「
こ
れ

か
ら
も
日
本
に
住
み
続
け
た
い
」

と
い
う
勇
気
を
も
ら
い
ま
し
た
。

国際交流員
の日記

vol.24　　

▲夜の平戸大橋、撮影by丁

文化交流課交流推進班　☎22-9143問 文化交流課交流推進班　☎22-9143問

広報ひらど 令和５年３月号 14

－地域でいきいき－通いの場

　「通いの場」への参加率が高い高齢者ほど、転倒や認知症、うつのリスクが低い傾向にあることがわかっています。
まだ参加していない人は、近くの通いの場へ参加してみませんか？

　平戸市では、週に１回以上集まり、「平戸よかよか体操」や趣味活動を行う住民主体の通いの場が 88

か所あります。このコーナーでは、各地区の「高齢者の通いの場」を毎月紹介します。

　　　   　　長寿介護課高齢者支援班（地域包括支援センター）　☎22-9133問

　深月地区では、海岸沿いの景色を見ながら深月公民館へ参加者が集まります。
　馴染みの音楽を聴いたり、準備運動で体を温めながら開始時間までゆっくりした時間が流れます。

「～地域とのつながりで、笑顔で過ごせる楽しみの場～」

「平戸よかよか体操」オリジナルＣＤおよびＤＶＤを無償貸し出し中です！
また、平戸市ホームページでも動画を公開しています！

76ＶＯＬ．

代表
まつだ　　　   たかこ

松田　孝子さん

　社会福祉協議会からの紹介があり、深月
地区でも始めてみようと思い、活動を開始
しました。

活  動  日／毎週月曜日
　　　　　午後９時30分～午後11時
活動場所／深月公民館
開催地区／深月

体操で心も身体も元気に

　体操を続けることで、「開けづらかったペットボトルの蓋をスムーズに開けることができるように

通いの場『深月深友会』の３つの特徴（参加者からの声）

深月深友会

なった」などの声もあり、楽しみながら参加できています。

通いの場で、会える喜び

　自身の健康や地域の状況を話すことで、絆を深めています。

　また、来ていない人には、電話などで声をかけています。

新たな目標

　参加しやすく、笑顔で楽しめる活動を目指していきます。

　今後は、買い物や食事会なども計画しています。

http://www.shoqping.co.jp/

※

偽
サ
イ
ト
の
被
害
に
あ
っ
て
も
、

　

迅
速
な
対
処
で
返
金
さ
れ
る

　

可
能
性
が
あ
り
ま
す
。
１
人

　

で
悩
ま
ず
消
費
生
活
セ
ン
タ
ー

　

や
警
察
に
相
談
し
ま
し
ょ
う
。

男性用ワイシャツ＋ネクタイセット

男性用ワ■シャツかネクタイ
をセットです。

セール中
6,000円→3,000円
　　　　　　　(50％オフ)

お問い合わせ：ネットショップ（net@shop.com)

URLの綴りがおかしい

文字や表現
がおかしい

URLの頭がhttpsでない

全商品が不自然に安い住所や電話番号の記載がない

しんゆう



今月の
特ダネ

母乳育児相談支援育

※開所時間などの詳しい情報は、子育て応援ガイドブック「おひさま」
　をご覧になるか、各施設にお問い合わせください。親子で遊んで、ママ友作ろう（就学前交流の場）

連絡先施設名連絡先施設名連絡先施設名

57-0236

57-3028

57-0744

55-2006

53-1759

53-0496

22-9206

57-0789

27-0475

27-1084

27-0333

27-0222

57-1943

22-2244

22-3360

22-2575

おひさまひろば

さくらんぼ広場

はなぞの広場

しまっこ広場

よちよちクラブ

めばえ広場

いきつきげんきっこ広場

やよいプレイランド

中津良保育所

堤保育園

小鳩こども園

津吉保育所

トコトコ

あいちゃん広場

かもめネットワーク

みのりの樹１

（田平：平戸口社会館）

（田平：若葉保育園）

（田平：花園認定こども園）

（大島：大島村保育所）

（生月：山田児童館）

（生月：認定こども園めばえ）

（生月：生月こども園）

（田平：やよい幼稚園）

（南部：中津良保育所）

（南部：堤保育園）

（南部：小鳩こども園）

（南部：津吉保育所）

（田平：保健センター）

（北部：愛の園保育所）

（北部：しおかこども園）

（北部：みのりこども園）

連絡先施設名

広報ひらど 令和５年３月号 16

子育て・健康応援コーナー
このコーナーでは、子育てや健康に関する旬な情報を「お知らせ」します。

特定健診やがん検診などの日程は、対象者に配布予定の「平戸市健（検）診日程表」をご覧ください。

いざというとき

●平戸市消防本部
　☎22-4199

救急医療機関のことは

子どもが急な病気になったら
●小児救急電話相談センター
　（受付時間18：00～8：00）
　※土日祝日は24時間対応
　☎＃8000 または
　☎095-822-3308

※電話番号を間違いないよう注意してください。

妊 妊婦健康相談乳 乳児健診 母子健康相談母３３歳児健診１１歳６カ月児健診

ところ 種類および受付時間日にち

３月の各種相談および赤ちゃんの健診など

平戸文化センター

平戸文化センター

ふれあいセンター

大島村公民館

平戸市福祉保健センター（田平）

平戸文化センター

３月１日（水）

３月３日（金）

３月８日（水）

３月９日（木）

３月14日（火）

３月16日（木）

12:30～12:45

12:30～12:45

　　12:30～12:45

　　13:30～13:45　　　　12:45～13:00

　　　　10:00～14:00

12:45～13:15

こども未来課母子保健班　☎22-9136問

パ パパ・ママ教室

Hirado City Public Relations,2023.３17

育 妊 母

住　所 連絡先医療機関日にち

３月の休日当番医（診療時間：午前９時～午後５時） 平戸市医師会　☎20-0011問

３月５日（日）

３月12日（日）

３月19日（日）

３月21日（火・祝）

３月26日（日）

青洲会病院

柿添病院

谷川病院

青洲会病院

柿添病院

平戸市田平町山内免612番地4

平戸市鏡川町278番地

平戸市田平町山内免400番地

平戸市田平町山内免612番地4

平戸市鏡川町278番地

57-2155

23-2151

57-0045

57-2155

23-2151

３１

こころの健康を守るために 問 健康ほけん課健康づくり班　☎22-9125

乳

３

１

　仕事や学業などの日常生活や人間関係、新型コロナウイルス感染症流行による生活の変化などによ

るストレスから、こころや体の不調を訴える人が少なくありません。不調に気づかず「少し疲れてい

るだけ」と放置してしまうと、うつ病などの「こころの病気」を発症してしまうことがあります。

　近年、生涯を通じて5人に１人がこころの病気にかかっており、誰にでも起こりうるものと言われ

ています。また、相談することは恥ずかしいことではありません。苦しいときは1人で悩まず相談し

ましょう。

「こころの病気のサイン」かも
□食欲がない　　□毎晩なかなか寝つけない　　□焦りや不安で落ち着かない　　□充実感がない
□1日中憂うつな気分が続く　　□人に会いたくない　　□遅刻・早退・欠勤（欠席）が増えた
□ケアレスミスが増えた　　□好きなことが楽しくなくなった　　□自分は役に立たないと感じる
※２項目以上当てはまる状況が２週間以上続き、生活に支障が出ている場合は要注意です。 乳３１

○ストレスとの上手な付き合いかた
　▶楽しくおしゃべりする　▶大きな声で歌う　▶おいしいものを食べる　▶質のよい睡眠をとる
　▶入浴やマッサージ・ストレッチで体をほぐす　▶体を動かす　▶抑えこまず自己主張する　など

午前９時～午後５時45分　（平日のみ・年末年始を除く）

午前９時～午後10時　（第１・３土曜日は～翌午前９時まで）

午後４時～午後９時　（毎月10日は午前８時～翌午前８時まで）

24時間

午前９時～正午、午後１時～午後３時15分（平日のみ・年末年始を除く）

県北保健所

長崎いのちの電話

いのちの電話

よりそいホットライン

こころの電話

☎57-3933

☎095-842-4343

☎0120-783556

☎0120-279338

☎095-847-7867

受付時間相談窓口 電話番号

３月は自殺対策強化月間

　全国では年間２万人以上が自殺し命を落としています。自殺は、仕事、健康、家族などのさまざまな要
因が重なり「追い込まれた末の死」と言われています。
　あなた自身や家族、周りの人の「こころの健康」について考えてみませんか？

○自殺予防のポイント

　①こころのサインに気づく　あなた自身や周りの人が「いつもと違う」と感じる「気付き」が大切です。

　②つながる　悩みを１人で抱え込まず、周りにいる誰かに「つらい」という気持ちを伝えてください。

　　また、周りに「いつもと違う」と感じる人がいたら、「大丈夫？」と声をかけてあげてください。

　　自分を心配してくれる人とのつながりが、悩んでいる人の「救い」や「生きる力」になります。

　③見守り　あなたの周りの人が困っていたら、「私もいるんだよ」という気持ちで見守りましょう。

問 福祉課障害福祉班　☎22-9130

まもろうよ　こころ 検索 長崎県　カチッ！ 検索厚生労働省HP 悩みを抱える人のサポート

専門の相談窓口　１人で抱え込まず、気軽に相談しましょう。
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大小御宴会/お1人様￥3300～
承ります（飲料代別）

〒859-5102
長崎県平戸市大久保町2231-3

℡0950-22-3800℡0950-22-3800

ここにしかない　ひらめ料理　食べてみませんか？ここにしかない　ひらめ料理　食べてみませんか？

大小御宴会/お1人様￥3300～
承ります（飲料代別）ひらめ会席　￥7,700

　

金
班

　
（
☎
22-

９
１
２
４
）

○
免
除
期
間　

出
産
予
定
日
ま

　

た
は
出
産
月
の
前
月
か
ら
４
カ

　

月
間

　

※

多
胎
妊
娠
の
場
合
は
、
出

　
　

産
予
定
日
ま
た
は
出
産
月

　
　

の
３
カ
月
前
か
ら
６
か
月
間

　

※

出
産
と
は
、
妊
娠
85
日(

４

　
　

カ
月)

以
上
の
出
産
で
死
産
、

　
　

流
産
、
早
産
を
含
む
。

○
対
象
者　
「
国
民
年
金
第
１
号

　

被
保
険
者
」で
出
産
日
が
平
成

　

31
年
２
月
１
日
以
降
の
人

○
届
出
時
期　

出
産
予
定
日
の

　

６
カ
月
前
か
ら
届
出
可
能（
出

　

産
後
も
届
出
可
）

○
必
要
な
書
類　

母
子
健
康
手

　

帳
・
医
療
機
関
か
ら
発
行
さ

　

れ
る
出
産
予
定
日
の
証
明
書

○
受
付
窓
口　

健
康
ほ
け
ん
課

　

国
保
年
金
班（
④
番
窓
口
）、
ま

　

た
は
各
支
所
・
出
張
所

◎
問　

佐
世
保
年
金
事
務
所

　
（
☎
０
９
５
６-

34-

１
１
８
９
）

特
例
制
度
」を
利
用
で
き
ま
す
。

　

猶
予
さ
れ
た
期
間
は
、
年
金

を
受
け
取
る
た
め
に
必
要
な
受
給

資
格
期
間
と
し
て
扱
わ
れ
、
病
気

や
け
が
で
障
害
が
残
っ
た
と
き
は

障
害
年
金
を
請
求
で
き
ま
す
。

　

承
認
期
間
は
、
４
月
か
ら
翌

年
の
３
月
ま
で
で
、
申
請
は
毎
年

度
必
要
で
す
。

○
申
請
に
必
要
な
も
の　

年
金

　

手
帳
、
身
分
証
明
書（
免
許
証

　

な
ど
）、
学
生
証
の
写
し
ま
た

　

は
在
学
証
明
書（
申
請
年
度
の

　

４
月
以
降
に
発
行
し
た
も
の
）

○
受
付
窓
口　

　

▼
健
康
ほ
け
ん
課
国
保
年
金

　
　

班（
④
番
窓
口
）、
ま
た
は

　
　

各
支
所
・
出
張
所

　

▼
在
学
し
て
い
る
学
校
が
学
生

　
　

納
付
特
例
事
務
法
人
の
指

　
　

定
を
受
け
て
い
る
場
合
は
そ

　
　

の
窓
口

○
制
度
利
用
中
の
人
の
手
続
き

　

令
和
５
年
度
も
引
き
続
き
在

　

学
予
定
の
人
に
は
、
３
月
下

　

旬
に
ハ
ガ
キ
形
式
の
申
請
書
が

　

送
付
さ
れ
ま
す
の
で
、
ハ
ガ
キ

　

に
必
要
事
項
を
記
入
し
返
送

　

し
て
く
だ
さ
い
。

◎
問　

健
康
ほ
け
ん
課
国
保
年
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Please 
Check 見落としがちだけど重要な「募集」「お知らせ」などの「情報」が満載

このページも見落とさないで、要チェック！

見逃せない情報がココに

○
受
験
資
格

　

▼
平
成
５
年
４
月
２
日
〜
平

　
　

成
14
年
４
月
１
日
生
ま
れ 

　

▼
平
成
14
年
４
月
２
日
以
降

　
　

生
ま
れ
で
次
の
ど
ち
ら
か
に

　
　

当
て
は
ま
る
人 

　
　

①
大
学（
短
期
大
学
を
除
く
）

　
　
　

を
卒
業
し
た
人
お
よ
び

　
　
　

令
和
６
年
３
月
ま
で
に

　
　
　

卒
業
す
る
見
込
み
の
人

　
　

②
人
事
院
が
①
に
掲
げ
る

　
　
　

人
と
同
等
の
資
格
が
あ

　
　
　

る
と
認
め
る
人

○
試
験
内
容　

大
学
卒
業
程
度

○
試
験
日

　

▼
第
１
次
試
験　

６
月
４
日

　
　
（
日
） 

　

▼
第
２
次
試
験　

６
月
30
日

　
　
（
金
）〜
７
月
14
日（
金
）の

　
　

う
ち
第
１
次
試
験
合
格
通

　
　

知
書
で
指
定
す
る
日
時

○
申
込
期
間　

３
月
１
日（
水
）

　

〜
20
日（
月
）

　

※

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
申
込
の
み  

○
対
象
の
請
求
月　

令
和
５
年

　

１
月
使
用
分（
１
月
ま
た
は
２

　

月
請
求
）

○
申
請
期
間　

２
月
15
日（
水
）

　

〜
３
月
31
日（
金
）午
前
８
時

　

30
分
〜
午
後
５
時
15
分（
土
曜
、

　

日
曜
、
祝
日
を
除
く
）

○
申
請
場
所　

水
道
局
・
各
支

　

所
・
出
張
所

※

申
請
方
法
は
、
平
戸
市
ホ
ー
ム

　

ペ
ー
ジ
ま
た
は
電
話
で
ご
確
認

　

く
だ
さ
い
。

◎
問　

水
道
局
総
務
班

　
（
☎
22-

３
８
３
８
）

　

20
歳
以
上
の
学
生
で
、
経
済

的
な
理
由
で
国
民
年
金
保
険
料

を
納
め
る
こ
と
が
困
難
な
場
合

は
、
在
学
期
間
中
の
保
険
料
の

納
付
が
猶
予
さ
れ
る「
学
生
納
付

募
　
　
集

令
和
５
年
度
国
税
専
門
官

募
集

お
知
ら
せ

水
道
管
凍
結
に
よ
る
水
道

料
金
の
減
免　3月12日（日）、サッカーＪ2リーグV・ファーレン長崎対栃木SCの試合が栃木で開催され、平戸文化セ

ンターでパブリックビューイングや楽しいイベントを開催します。
　平戸市民一丸となって、V・ファーレン長崎を応援しましょう！

生涯学習課スポーツ推進班（☎22-9214）問

パブリックビューイングでV・ファーレン長崎へ声援を

国
民
年
金
保
険
料
の
学
生

納
付
特
例
制
度

　

※

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
申
込
に
つ

　
　

い
て
ご
不
明
な
点
は
、
人
事

　
　

院
人
材
局
試
験
課 （
☎
03-

　
　

３
５
８
１-

５
３
１
１
）へ

　
　

お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

◎
問　

福
岡
国
税
局
人
事
第
二

　

課
試
験
研
修
係

　
（
☎
０
９
２-

４
１
１-

０
０
３
１
）

　

寒
波
の
影
響
を
受
け
、
水
道

管
が
凍
結
・
破
損
し
た
こ
と
に
よ

る
漏
水
で
、
高
額
と
な
っ
た
水
道

料
金
を
減
免
し
ま
す
。

○
対
象
者　

令
和
５
年
１
月
24

　

日
・
25
日
に
発
生
し
た
寒
波

　

の
影
響
を
受
け
、
水
道
管
が

　

破
裂
・
破
損
し
た
こ
と
に
よ
る

　

漏
水
で
、
通
常
よ
り
も
使
用

　

水
量
が
増
加
し
た
人

○
減
免
金
額　

通
常
使
用
量
と

　

比
較
し
た
増
額
分

▲国税庁
ホームページ

産
前
産
後
期
間
の
国
民
年

金
保
険
料
免
除

○試　合　J2リーグ第4節アウェイ
　　　　　「栃木SC vs. V・ファーレン長崎」
○と　き　3月12日（日）14:00キックオフ
　　　　　（12:30 ～受付開始）
○ところ　平戸文化センター　○入場料　無料
○その他　事前申し込みはコチラ▶
　　　　　※当日参加もOK！

◎お問い合わせ
　V・ファーレン長崎（☎0957-43-2092）
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問 健康ほけん課健康づくり班（☎22-9125）

　「ながさき健康づくりアプリ」は、日々の健康づくり（ウォーキング
や体重・血圧測定など）がポイントになる、長崎県公式の健康づくり
アプリです。

▲App Store（iPhone用） ▲Google Play（Android用）

　貯めたポイントで、県内の協力店にて割引
利用や県産品などが当たる抽選に参加できま
す。
　「ながさき健康づくりアプリ」に登録して、
楽しく健康づくりを始めましょう。
○ダウンロードリンク

（　　　　）

　

宝
く
じ
の
収
益
金
は
、
県
内

各
市
町
へ
交
付
さ
れ
、
明
る
く
住

み
よ
い
ま
ち
づ
く
り
に
役
立
て
ら

れ
て
い
ま
す
。
宝
く
じ
は
、
ぜ
ひ

長
崎
県
内
で
購
入
し
ま
し
ょ
う
！

○
平
戸
市
の
活
用
事
業　

平
戸

　

市
で
は
次
の
事
業
に
交
付
金
が

　

使
わ
れ
て
い
ま
す
。

　

①
サ
マ
ー
ジ
ャ
ン
ボ
宝
く
じ
市

　
　

町
交
付
金

　
　

▼
金
額　

９
７
４
万
２
千
円

　
　

▼
事
業
名　

地
域
子
ど
も
・

　
　
　

子
育
て
支
援
事
業

　

②
ハ
ロ
ウ
ィ
ン
ジ
ャ
ン
ボ
宝
く

　
　

じ
市
町
交
付
金

　
　

▼
金
額　

６
１
２
万
９
千
円

　
　

▼
事
業
名　

図
書
購
入
事
業

◎
問　

企
画
財
政
課
政
策
企
画

　

班

　
（
☎
22-

９
１
１
１
）

　

３
月
１
日（
水
）〜
７
日（
火
）

は
、
春
の
火
災
予
防
運
動
期
間

で
す
。

　

条
例
で
は
、
全
て
の
住
宅
に
住

宅
用
火
災
警
報
器
の
設
置
が
義

務
付
ら
れ
て
い
ま
す
。
こ
の
機
会

に
住
宅
用
火
災
警
報
器
を
設
置
・

点
検
し
、
万
が
一
の
火
災
に
備
え

ま
し
ょ
う
。

○
設
置
場
所　

寝
室
と
し
て
使

　

用
す
る
部
屋

　

※

２
階
に
寝
室
が
あ
る
場
合
は
、

　
　

寝
室
と
階
段
部
分
に
も
設

　
　

置
が
必
要
で
す
。
間
取
り

　
　

に
応
じ
て
、
廊
下
に
設
置
が

　
　

必
要
な
場
合
も
あ
り
ま
す
。

○
維
持
管
理
が
必
要　

住
宅
用

　

火
災
警
報
器
の
寿
命
は
、
部

　

品
や
電
池
な
ど
の
消
耗
か
ら
、

　

お
お
よ
そ
10
年
と
さ
れ
て
い
ま

　

す
。
定
期
的
に
点
検
し
、
適

　

切
に
維
持
管
理
し
ま
し
ょ
う
。

◎
問　

消
防
本
部
予
防
課

　
（
☎
22-

３
１
６
７
）
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成
年
後
見
制
度
講
演
会

令
和
４
年
度
市
町
村
振
興

宝
く
じ
市
町
交
付
金
活
用

事
業

お
知
ら
せ

住
宅
用
火
災
警
報
器
の
設

置
と
点
検

ハローワーク江迎の就職支援

問 ハローワーク江迎（☎0956-66-3131）

○提供している就職支援メニュー
　▶職業相談・紹介　▶応募書類・面接対策
　▶就職支援セミナー　▶職業訓練
　▶求人情報　▶求職者マイページ
　▶わかもの相談窓口
　▶人手不足分野の就職支援
　▶就職氷河期世代への就職支援
　▶障がい・難病のある人・母子家庭の母・
　　生活困窮者などへの就職支援

スマホで手軽に求職者登録
右の２次元バーコードを読み
取りご利用ください。

問 商工物産課商工新産業班（☎22-9141）

延長前  ２月15日（水） →

電気・燃油価格高騰対策支援補助金
申請期限の延長

延長後  ３月15日（水）

　

平
戸
、
田
平
、
生
月
地
区
に

お
い
て
、
し
尿
収
集
運
搬
の
汲
み

取
り
料
金
が
改
定
さ
れ
ま
す
。

※

料
金
に
関
す
る
お
問
い
合
わ
せ

　

は
、
現
在
ご
利
用
中
の
事
業

　

者
へ
お
願
い
し
ま
す
。

○
改
定
料
金　

18
リ
ッ
ト
ル
あ
た

　

り
２
０
０
円（※

現
在
１
８
５
円
）

○
改
定
日　

４
月
１
日（
土
）〜

○
地
区
別
事
業
者
一
覧

◎
問　

市
民
課
生
活
環
境
班

　
（
☎
22-

９
１
２
１
）

　

平
戸
市
内
で
交
通
死
亡
・
重

傷
事
故
が
多
発
し
て
い
ま
す
。

　

本
年
度
で
は
、
１
月
末
ま
で
に

４
件
の
死
亡
事
故
が
発
生
し
て
い

ま
す
。

　

特
に
、
歩
行
者
の
存
在
が
わ
か

り
づ
ら
く
な
る
夜
間
は
、
注
意
を

お
願
い
し
ま
す
。

○
運
転
者
へ
の
お
願
い

　

▼
早
め
の
点
灯
、
ハ
イ
ビ
ー
ム

　
　

の
使
用
を
お
願
い
し
ま
す
。

　

▼
横
断
歩
道
付
近
で
は
、
歩

　
　

行
者
に
注
意
し
て
走
行
し
て

　
　

く
だ
さ
い
。

○
歩
行
者
へ
お
願
い

　

▼
夜
は
、
明
る
い
服
装
を
心
が

　
　

け
、
反
射
材
を
身
に
着
け

　
　

る
な
ど
、
運
転
者
に
早
く

　
　

気
付
い
て
も
ら
え
る
よ
う
工

　
　

夫
し
ま
し
ょ
う
。

　

▼
道
路
を
横
断
す
る
時
は
、

　
　

車
の
走
行
状
況
を
よ
く
確

　
　

認
す
る
な
ど
、
十
分
に
安
全

　
　

確
認
を
お
願
い
し
ま
す
。

◎
問　

総
務
課
危
機
管
理
班

　
（
☎
22-

９
１
０
１
）

汲
み
取
り
料
金
の
改
定

（
平
戸
・
田
平
・
生
月
）

市
内
で
交
通
死
亡
・
重
傷

事
故
多
発
中

（有）平戸衛生サービス
下道清掃
八木原清掃
藤島清掃
赤木衛生設備
（有）生月衛生社
生月清掃合同会社
（有）新北松衛生社

北部

中部
南部
度島

生月

田平

地区 事業者

▲詳しくは
コチラから

「ながさき健康づくり」アプリ
　

金
銭
・
財
産
管
理
に
不
安
が
あ

る
人
や
、
そ
の
家
族
を
対
象
に
講

演
会
を
開
催
し
ま
す
。

　

実
際
に
成
年
後
見
に
携
わ
っ
て

い
る
弁
護
士
の
話
を
聞
く
貴
重
な

機
会
で
す
の
で
、
ぜ
ひ
ご
来
場
く

だ
さ
い
。

○
と　

き　

３
月
16
日（
木
）午

　

後
２
時
〜
午
後
３
時
30
分

○
と
こ
ろ　

未
来
創
造
館
ホ
ー
ル

○
入
場
料　

無
料

◎
問　

福
祉
課
総
務
班

　
（
☎
22-

９
１
３
０
）

　電気料金および燃油価格高騰により影響を受け
ている市内事業所などに対する補助金の申請期限を
下記のとおり延長します。

○補助金額

○必要書類
　▶領収書またはそれに代わるもの
　▶（法人）登記簿の写し
　　（個人）免許証の写し　など

令和４年４月～９月の
電気、ガス、燃油代など

× 1.5 × 10パーセント

市内事業者を対象とした

☎22-2497
☎22-2573
☎28-1048
☎27-0055
☎25-2310
☎53-2282
☎53-0214
☎0956-65-2766

連絡先



延長窓口

普
段
の
生
活
に
欠
か
せ
な
い
情
報
を「
お
知
ら
せ
」

暮
ら
し
に

役
立
つ
情
報
が

こ
こ
に
も
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○３月９日（木）11：00～ 16：00
　平戸文化センター

■若者応援相談会in平戸

商工物産課商工新産業班　☎22-9141問

税務課総務徴収班　☎22-9115問

各種相談

○３月10日（金）10：00～ 15：00
　平戸文化センター
○３月24日（木）10：00～ 15：00
　平戸文化センター

■ハローワークin平戸市

商工物産課商工新産業班　☎22-9141問

■年金相談（完全予約制）

年金相談予約　☎0956-34-1189 
佐世保年金事務所お客様相談室受付時間（平日） 8：30～
17：00（相談日の前日までにご予約ください）

健康ほけん課国保年金班　☎22-9124問

○３月７日（火）10：00～ 15：00　
　平戸市役所本庁３階会議室
○３月14日（火）10：30～ 15：00　
　舘浦出張所会議室

■３月の延長窓口実施日
　２日（木）・９日（木）・16日（木）・23日（木）・30日（木）
■延長時間　　午後５時15分～午後７時
■開設場所　　平戸市役所１階③番窓口
　　　　　　　　   ※各支所・出張所では不可

■受付内容　マイナンバーカード、各種証明
　書の交付
■交付できる証明書　住民票の写し、戸籍謄
　（抄）本、戸籍附票の写し、印鑑登録および
　印鑑証明書
※証明の種類によっては、委任状が必要になる場合
　があります。また、印鑑登録は即日登録できない
　場合がありますので、事前にご確認ください。

市民課戸籍住民班　☎22-9123問

　本庁市民課では、平日の開庁時間に来庁できない人
のために、時間外に証明書などを発行するサービスを
実施しています。サービスを利用する場合は、必ず
当日の午後5時までにご予約ください。

　市役所では、市民の皆さんの悩みや困りごとや仕
事で就職、創業などを考えている人たちが、専門の
相談員に相談できる窓口を用意しています。

■と　き　３月26日（日）8：30～ 17：00
■ところ　平戸市役所１階③番窓口

休日のマイナンバーカード交付窓口

市民課戸籍住民班　☎22-9123問

　休日にマイナンバーカードの交付申請および交付
を受け付けます。利用する場合は、３月24日（金）
の午後５時までに電話予約をお願いします。

○３月17日（金）９：00～ 17：00
　田平町民センター（研修室２）

■よろず相談会

商工物産課商工新産業班　☎22-9141問

（事業者の経営上の課題解決支援のための相談会です）

○３月８日（水）14：00～ 16：00
　大島村公民館（大島地区）

■消費生活巡回相談・定例行政相談

市民課消費生活センター　☎22-9122問
■国民健康保険税　　　　第10期
■介護保険料　　　　　　第10期
■後期高齢者医療保険料　第９期

※口座振替日　　　　　　３月27日（月）
　この日に振替ができなかった場合は、４月12日（水）に再
　振替します。

市税の納期限【３月31日（金）】
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　任期満了による長崎県議会議員一般選挙を、次の日程で行います。
○投票日　４月９日（日） 
○投票時間　午前７時～午後６時　（※大島地区のみ～午後４時まで）
○投票できる人 　平成17年４月10日までに生まれた人で、令和４年12月30日以前に転入届出をし、引き続いて本
　市の住民基本台帳に登録されている人。
○期日前投票　４月１日（土）～４月８日（土）まで　※投票所および投票時間の詳細は下表のとおりです。
　期日前投票をされる場合は、当日投票ができない旨の宣誓書の提出が必要です。選挙入場券の裏面（宣誓書）にあら
　かじめ必要事項を記入し、投票所までお持ちください。
○不在者投票　入院・入所中の病院・福祉施設が不在者投票指定施設であれば、施設内で不在者投票ができます。 
○郵便等投票　「身体に重度の障害がある人」、「要介護度５の人」は、郵便などで投票できます。希望する人は、申請
　書に身体障害者手帳、戦傷病者手帳または介護保険証を添えて、選挙管理委員会へ早めに申請してください。
　また、不明な点は事前に選挙管理員会にお問い合わせください。
○感染症対策　新型コロナウイルス感染症の拡大防止のため、次の対策にご協力ください。
　▶マスク着用や手指消毒、咳エチケットなどにご協力ください。
　▶周囲の人と十分な距離を確保してください。
○その他　選挙入場券は、告示後、すみやかに発送いたします。
　　　　　無投票の場合は、3月31日（金）17時以降に防災無線などでお知らせします。
○期日前投票所一覧

平戸市役所　１階ロビー

ふれあいセンター　工芸室

多目的研修センター　青少年室

大島支所　会議室

生月支所　１階ロビー

舘浦出張所　会議室

たびら活性化施設　研修室

度島交流会館（島民のみ）

旧野子小中学校高島分校（島民のみ）

４月１日（土）～８日（土）

開設場所 開設日 投票時間

長崎県議会議員一般選挙
４月９日（日）投開票

選挙管理委員会事務局（☎22-9171）問

４月５日（水）～８日（土）

４月４日（火）～８日（土）

４月６日（木）～７日（金）

４月５日（水）

午前８時30分～午後８時

午前10時～午後７時

午前８時30分～午後８時

午前10時～午後３時

午後１時30分～午後２時30分

４月３日（月）　①山野公会堂駐車場　②飯良町公会堂駐車場

４月４日（火）　①田崎公会堂駐車場　②神鳥公会堂駐車場

４月５日（水）　①船木町公会堂駐車場　②大志々伎町公会堂駐車場

４月６日（木）　①上中津良町公会堂駐車場　②敷佐町公会堂駐車場

４月７日（金）　①高越町公会堂駐車場　②春日公民館駐車場

移動期日前投票所

①午前10時～正午

②午後1時30分～午後3時30分
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　平戸市未来創造館で、筑紫女学園大学現代社会学
部の学生による「平戸魅力発見プロジェクト」の成果
報告会が行われました。
　一木順教授と野中亮教授の研究室に所属する学生
が、１年間、平戸の観光活性化について研究してい
るもので、女子大生の視点から、商店街などでの実
地調査をもとに、ＳＮＳで若者向けＰＲを行った報
告と提言がありました。学生からは、「この企画で
初めて平戸を知った。今後もＰＲに関わっていきた
い」などの感想が述べられました。

２ 女子大生が描く平戸の未来10 市民サービス向上のために

　平戸市役所で住友生命保険相互会社との包括連携
協定締結式が行われました。この協定は、住友生命
保険相互会社が持つネットワークや情報発信力を活
かし、さらなる市民サービスの向上を目的としてい
ます。
　同社が長崎県内の自治体と包括連携協定を結ぶの
は初。平戸市でのがん検診・特定検診の受診率向上
に向けた啓発資材の作成・配布や、小学生の放課後
の居場所づくりなど、７分野11項目で連携協力す
ることとなっています。

２
２潮風の中を疾走

　生月支所前をスタート・ゴールとし、島の東側の
海岸線に沿うコースで行われる「いきつきロード
2023」大会が開催されました。
　３年ぶりの開催となった今回は、全22種目に、
市内外から約600人が出場し、日ごろ鍛えた健脚を
競いました。
　沿道には応援のために多くの人が駆け付け温かい
声援を送っていました。招待選手として県内の実業
団で活躍する選手も参加し、参加者らと一緒に走る
姿が見られました。

12

　昭和24年１月26日、奈良県の法隆寺金堂が炎上
し壁画を焼損したことに基づき制定された「文化財
防火デー」に合わせ、平戸オランダ商館をはじめと
した市内13カ所の文化財所在地において、文化財
防火運動が行われました。
　志自岐家武家屋敷と鯨組主益冨家では、３年ぶり
の総合防災訓練として、水消火器での初期消火訓練
のほか、消防車による放水訓練も実施されました。
　また火災防止のための点検・指導が消防職員によ
り行われました。

火の手から文化財を守るために
１
25

～ 26

　平戸市民病院の押淵徹名誉院長と近藤司薬剤師が
市長室を訪れ、「ひらど薬物乱用防止カルタ」の完成
を報告しました。このカルタは、市内小中学校を対
象に行っている薬物乱用防止教室において、小中学
生が作った「標語」をもとに「絵札」と組み合わせ、
平戸市民病院が制作したものです。
　今後、市内の薬物乱用防止教室で、小中学生への
啓発活動に使用されます。近藤氏は、「生徒のみな
らず、大人の皆さんにもご活用いただきたい」と期
待を述べました。

１ カルタで薬物乱用防止の啓発を27

　平戸市ふれあいセンターで、令和４年度第17回
平戸市公民館大会が開催されました。今回は、「活
力ある地域を創造する公民館活動～公民館活動を通
じて考える地域との結びつき～」をテーマに、功労
者に対する表彰や事例発表として中部地区子育て支
援団体連絡協議会と中部地区で活動する地域おこし
協力隊の齊藤三花隊員が発表しました。また、諫早
市飯盛町地域共生助け合い隊の藤本八重子会長が、
活力ある地域を育てるボランティア活動について講
演しました。

２
地域に根ざす公民館を目指して５

２

　川内峠で、毎年恒例の野焼きが行われ、約30ヘ
クタールの草原が炎に包まれました。この日は、消
防職員や消防団、地元住民ら約150人が参加し、川
内峠南側から順次ガスバーナーで火を着けました。
　今年は、３年ぶりに見学者の入場を受け入れ、多
くの人たちが炎の燃え広がる様子をカメラに収めて
いました。
　この野焼きは、防火と家畜用の牧草の育成、草原
の保全を目的として行われており、市内では他に
「佐志岳」や「上段の野」でも実施されました。

２
春の風物詩『川内峠の野焼き』５
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川本 芽依 ちゃん
R３．3.18　２歳（大島村）

かわもと　 　 めい

池田 瑠杏 ちゃん
R３.３.15　２歳（生月町）
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H30.３.10　５歳（田平町）
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増山 湊斗 くん

H30.３.31　５歳（生
月町）

みやがわ　　せいた

宮川 晴大 くんH29.３．５　６歳（田平町）

末永 成桜 くん
H30.３.20　５歳（岩の上町）

すえなが　　　なお

かみと　　　みお

上戸 美和 ちゃんR４.３.11　１歳（大久保町）

しもかわ　　　りんか

下川 凛花 ちゃん
H30.３.15　５歳（田平町）　

３月生まれの皆さん
お誕生日おめでとうございます

vol.130

投稿募集！

●投稿方法　下記QRコードまたはURLにアクセスし、必要事項と子どもの写
　　　　　　 真を添付し応募してください。
　　　　　　（https://logoform.jp/form/HGFh/227602）
●応募開始　３月１日～
●募集人数　15人（先着順）

４月
生まれ
募集中

※投稿した写真が必ず掲載とは限りません。

※被写体の承諾については、投稿者の責任となります。

　４月に誕生日を迎えるわが子の笑顔を、皆さんに届けませんか？このコー
ナーでは、小学校入学前の子どもの写真を募集しています。（市内在住者に
限ります）

ＱＲコードで簡単に
応募できますよ！

ＨⅠＲＡＤＯの
アイドル大集合

たばら　　 　れみ

田原 怜美 ちゃん
R２.３.10　３歳（岩の上町）

西山 空汰 くん
R30.３.５　５歳（田平町）

にしやま　　 あらた

生月漁港を彩る壁画

広報ひらど 令和５年３月号 26

はたはら　　 ののか

畑原 希風 ちゃん
R３.３.15　２歳（大久保町）

森　陽菜乃 ちゃん
R２.３.21　４歳（度島町）

もり　　 　　  ひなの

活力あふれる将来像を

　１月17日、総合計画審議会の
村上則夫会長（長崎県立大学名誉
教授）から、第２次平戸市総合計
画後期基本計画の答申書が提出さ
れました。これにより今後５年間
の施政運営方針が策定されます。

　生月小学校６年生児童が卒業
記念に制作している生月漁港の
壁画が完成しました。平成25年
度から通算10作目。2月14日、
児童たちは防波堤へ渡り、最後
の仕上げに目を塗りました。
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